
Hyogo Prefecture

歳入(△1,174億円)
県税等 ＋139億円
・株式等譲渡所得の増等による個人関係税の増 ＋ 40億円
・堅調な企業業績に支えられた法人関係税の増 ＋228億円
・輸入額の減に伴う地方消費税の減 △157億円

地方交付税等＋142億円
・国税収入の補正に伴う増等
国庫支出金 △529億円
・５類移行に伴う新型コロナウイルス感染症緊急包括支援
交付金の減 △390億円
県債 △ 50億円
・公共事業、災害復旧事業等の実績減
その他 △876億円
・中小企業制度資金貸付金の実績減に伴う償還金の減

△1,055億円
・R4決算剰余金に伴う繰越金の増 ＋ 228億円

人件費 +20億円
・退職見込者数の増に伴う退職手当の増等
行政経費 △1,515億円
・中小企業制度資金貸付金における新規融資の実績減に伴う
預託金の減 △1,055億円

・５類移行に伴う新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交
付金事業の減 △ 390億円

投資的経費 △176億円
・公共事業、災害復旧事業等の実績減

公債費 △ 30億円
・利率確定に伴う県債利子の減等

・R4決算剰余金の財政基金への積立 ＋228億円
(うち実質的な決算剰余金 60億円)

・交付税精算対策等に伴う県債管理基金への積立＋309億円

現計
9,037億円

補正額
139億円

年間見込
9,176億円 ※過去最高

歳出(△1,174億円)

その他 ＋527億円

一般会計 歳入・歳出（精算補正）の概要
県税等は補正後で過去最高の9,176億円
中小企業制度資金貸付金事業の実績減、５類移行に伴う新型コロナウイルス感染症緊急包括
支援交付金事業の減により、歳入・歳出ともに大きく減少
後年度精算分を除いた令和５年度末の財政基金残高は127億円となる見込み

震災以来

約30年ぶり
100億円超



Hyogo Prefecture

分収造林事業及び地域整備事業について、事業の収支悪化を踏まえると、安全・確実
性を要する基金運用として不適切であることから、早期に是正
・R5.2月補正計上額：766億円（一般会計）

県債管理基金の是正前後の姿

その他残高
(5,166億円)

是正前

その他残高
(5,166億円)

是正後

民間金融機関への消費寄託
（446億円※）

地域整備事業への貸付
（320億円）

みかけの残高を是正し、実態に即した基金残高に整理

R5.2月補正計上額
766億円

※損失補償30億円含む

（5,932億円）

分収造林事業・地域整備事業における基金運用の是正


